
２福祉・保健 

 １高齢者福祉 

現状 

 少子高齢化の進行に伴い、６５歳以上の高齢者率は、新居浜市、別子山村

ともに増加傾向にあり、今後も同様に推移する見込みである。個別には、平

成１３年４月１日現在の住民基本台帳人口によると、２７，９４９人(２１.

７％)になっており、全国の１７.０７％より早く、愛媛県の２０.９６％と同

程度となっている。市村別では、新居浜市２１．７％、別子山村３５．４％

となっており、村において地域的に非常に高い高齢化率となっている。 

 高齢者の中でも後期高齢者(７５歳以上)人口の占める比率が高まっており、

「寝たきり」、「痴呆」等の状態にある社会的に援助を必要とする高齢者の

増加が見込まれている。今後、家庭での高齢者介護能力の低下と合わせて高

齢者に関わる保健・福祉等の介護サービスの需要が増大、多様化している。

このため、それに対応するサービス供給を計画的に進めていく必要がある。 

 高齢者保健福祉計画が策定され、高齢者が住み慣れた地域や家庭で安心し

て自立的生活ができるよう、市民・行政・民間事業者が連携、協力して、介

護サービスを含む保健福祉サービスの充実を図るなど、長寿社会にふさわし

い高齢者の福祉施策全般について、施策を推進している。 

 今後、この計画を指針として、介護保険サービス基盤の整備、推進や介護

予防と生きがいづくりの推進等にも積極的に取り組む必要がある。 

課題 



  後期高齢者人口の占める比率が高まっており、「寝たきり」、「痴呆」等

の状態にある社会的に援助を必要とする高齢者の増加が見込まれている。今

後、家庭での高齢者介護能力の低下と合わせて高齢者に関わる保健・福祉等

の介護サービスの需要が増大、多様化している。このため、それに対応する

サービス供給を計画的に進めていく必要がある。 

 別子山村には、高齢者向けの福祉施設がなく、また在宅介護を支援する機

関もないため、新居浜市域及び宇摩圏域の事業所の有効活用を図る必要があ

る。 

 現在、村内には社会福祉協議会が実施するヘルパー事業しかないため、サ

ービス提供事業者不足への対応が必要となる。 

 地域における幅広い高齢者支援ネットワークづくりの推進 

 

 ２児童福祉 

現状 

 保育所 

 保育所は、公立・私立合わせて、２８施設あり、定数は２，６４５人に対

して、入所園児数は２，７２９人で入所率は１０３．２％となっている。別



子山村の1保育所が増加することで、全体としての入所率は緩和されるが、市

部における定数オーバーの状況は改善できない。 

 少子高齢化の中、子供を持ちたい人が、安心して子供を生み育てることが

できる社会づくりが急がれている。今後、女性の社会進出の拡大から子育て

支援サービスとして、保育需要の拡大が見込まれる。 

児童館 

 児童館は、児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、また情操を豊

かにすることを目的とした児童厚生施設で、圏域には８施設あるが今後共稼

ぎ夫婦の増加に伴い留守家庭児童の増加が見込まれますことから施設の充実

が必要となってきている。 

母子生活支援施設 

 母子生活支援施設は、配偶者のいない女子、又はこれに準じる事情にある

女子及びその者が監護すべき児童を入所させて、児童の健全育成を図ると共

に母子生活の向上、自立を促進する施設である。 

 母子家庭は、経済的、社会的に極めて不安定な状態に置かれていることか

ら、自立活動の支援に努めるとともに、特に若年母子世帯を中心とする福祉

対策の強化が必用である。 

 また、父子家庭における児童養育の家庭環境の向上を図るため、相談業務

を重点とした対策が必要である。 

課題 

 保育所 

 合併後の保育水準を合わせる必要がある。 

 児童館 

 児童の健全育成、子育て支援の拠点として、活用していくことが求められ

ている。村内に児童館がないため、村内保育所内に、広く子育て支援などが

実施できる機能の追加についても検討し、サービスに格差のないように努め

なければならない。 

 母子生活支援施設 



 ＤＶからの一次避難の場所として活用されるなど、最近の社会情勢に対し

て、より新たな役割が求められている。 

 



 ３障害者福祉 

 

 



 

 

現状 

 障害者(児)福祉施設は、上記に記載のとおり新居浜市内には複数の施設が

あるが、別子山村にはない。村内にも、障害者手帳所持者が生活しているた

め、新居浜市内の施設利用のが可能となる。 

 また、別子山村における法律に基づく手当の実施実績は現在ないが、法律

に基づかない手当は、双方ともに独自の手当を支給しており、また、その内

容にも独自性がある。 

課題 

 別子山村における法律に基づかない手当について、新居浜市の内容と全く

異なるため、今後の取り扱いについて調整する必要がある。 



 



 ４民生児童委員等 

現状 

 民生児童委員は、双方で２９４人配置されている。 

課題 

 民生児童委員の担当世帯数にばらつきがある。 

 まちの高齢化とともに、民生児童委員の人材も高齢化している。 

 

 ５国民年金 

 

現状 

 国の法定受託事務・協力連携事務であり、その業務内容に差異はない。 

課題 

 平成１４年度より、保険料徴収事務などは国に移管されるが、年金相談・



免除申請・裁定請求事務等は、法定受託事務として存続する。交通の利便性

を考えれば、別子山村にも、相談窓口を設ける（存続させる）必要がある。 

 ６国民健康保険 

現状 

 新居浜市の３人に１人、別子山村の２人に１人は国保に加入しており、国

保被保険者は低所得層及び高齢者層が多く保険者負担は限界に近い状況。 



 給付内容について新居浜市が独自に実施している｢はり・きゅう施術｣以外

は同じ内容となっている。 

 方式、保険料・保険料率、徴収方法に違いある。 

 

課題 

 方式、保険料・保険料率、徴収方法の違いについて調整が必要となってく

る。 

また、別子山村の職員戸別徴収者（２％）への対応も問題となる。 

 

 ７介護保険 

 



 

 

 

 

 



現状 

 介護保険が始まって１年半。１０月から保険料の全額徴収も始まる。厚生

労働省によると約２５０万人（６５歳以上人口２１９３万人、１１．４％）

が要介護と認定され、在宅で約１３０万人（６７．７％）、施設で６２万人

（３２．３％）が介護保険を利用している。（１２年１２月現在） 

 区域内の認定者数は、３，３９８人で利用率は８１％になっている。在宅

と施設利用の比率は、７対３となっており、施設利用の希望が多くなってき



ている。 

 各サービス別基盤整備率の推計では、別子山村の整備率が新居浜市に比較

し、著しく低い。 

 施設サービスの整備状況は、特別養護老人ホームは５箇所、介護老人保健

施設は３箇所、介護療養型医療施設は６箇所いずれも新居浜市に整備されて

おり、村内には施設がない。新しい施設も現在計画されているが今後ますま

す施設入所の要望が高まってくるものと思われる。 

 介護保険の施設サービスの利用については、既に行政区域を越えて行われ

ており、この傾向は今後も続くものと思われるが、村民の利用は宇摩広域地

区内での利用が主となっているため、新居浜市内での利用法策も検討する必

要がある。。 

 第１号被保険者保険料は、新居浜市が２，８７７円、別子山村が２，９４

２円となっており、６５円の格差が生じているが、愛媛県内全市町村の平均

は 

２,９６２円であるから、平均的な額となっている。 

 一般的には介護サービスの基盤整備率が高いところは、提供するサービス

が豊富であり、サービス利用が増加するため、サービス利用の面からは有利

な状況といえるが、同時に介護保険事業費も増加することになり保険料も高

く設定される。 

 また、訪問介護利用者負担額減額制度（市民税非課税世帯、１０％－３％）

など各市町により若干の差があり、調整は必要になる。 

 厚生労働省では、介護保険財政の安定化を図る上で有効な広域化を推進す

るため、事務経費の削減につながる情報技術化によるシステム統一などにつ

いて、財政的な支援をしていく方針を固めている。 

課題 

 介護保険導入後、特別養護老人ホーム入所希望者が1年余りで約5.5倍に急

増し、歯止めがかからない状況にある。 

第１号被保険者保険料は、新居浜市が２，８７７円、別子山村が２，９４２



円となっており、65円の格差が生じている。 

 訪問介護利用者負担額減額制度（市民税非課税世帯、１０％－３％）など

各市町により若干の差があり、調整は必要になる。 

 別子山村では、現在介護認定関係事務を宇摩広域で処理しており、平成15

年度から実施する次期介護保険事業計画においては、合併も踏まえた新居浜

市・別子山村の連携も検討する必要がある。 

また、効率的なサービス提供体制をどのように構築していくか検討が必要で

ある。 

 

 

 ８医療施設 

現状 

 新居浜市は、新居浜・西条地区の広域医療圏で体制整備されており、圏域

内の医療体制は、平成４年、県立新居浜病院に東予救命救急センターが開設

されて、一次救急医療（在宅当番制及び休日夜間急患センター）から二次救

急医療（９病院による病院群輪番制）、三次救急医療（東予救命救急センタ

ー）まで体系的に整備されているが、別子山村は宇摩広域圏域が医療圏であ

り、区域の変更が必要になる。 

 医療機関についても、新居浜市は２つの公的施設を含む4つの総合病院を有

し、病院数も多いが、別子山村は無医地区である。 

課題 

 愛媛県立新居浜病院には、産婦人科がなく救急救命の役割として、周産期

医療の機能も担える病院として、産婦人科の設置が望まれる。 



別子山村の無医地区に対する支援を検討する必要がある。 

 

 ９保健事業 

現状 

 保健センターは、乳幼児から高齢者までの幅広い健康管理を行うため、保

健婦等による健康教室、健康相談や栄養相談を各所で実施するとともに、家

庭訪問による個別指導も行っている。 

 別子山村には医療機関とともに保健センターがないため、地域住民の健康

管理等の保健サービスを検討する必要がある。 

課題 
 別子山村には保健センターがないため、合併した場合は、関係機関との連携などによる

地域住民の健康管理等きめ細かな保健サービスを図ることができるよう適正な配置を図る

必要がある。 


